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中高生がエンジニアを目指したい理由
「自分が作ったもので社会に貢献したいから」

中高生のエンジニアに関するイメージ調査

　レバテック株式会社が運営する、ITエンジニア専門新卒向け就職支援エージェント、 レ

バテックルーキー（ https://rookie.levtech.jp/ )は、中高生326人を対象に、エンジニア職に関
するイメージ調査を実施しました。

調査の全文はこちらからご覧いただけます。

https://levtech.jp/partner/guide/research/detail/286/

＜調査サマリー＞

1. 約4割の中高生が「社会に必要とされる仕事」や「専門知識や技術を必要とする仕事」に
憧れを抱く

2. 約半数以上の中高生がエンジニアの仕事内容を具体的に知らない

https://rookie.levtech.jp/
https://levtech.jp/partner/guide/research/detail/286/


3. エンジニアを知っている中高生の約4人に1人が「将来エンジニアを目指したい」と前向き
な回答

①約4割の中高生が「社会に必要とされる仕事」や「専門知識や技術を必要
とする仕事」に憧れを抱く

　中高生に対して「どのような職業に憧れを持つか」を聞いたところ、「社会に必要とされている

仕事（45.4％）」が最も多い結果となりました。ついで「専門知識や技術を必要とする仕事（44.5
％）」「人の役に立つ仕事（41.1％）」と続きます。

　中学生・高校生ともに、将来の仕事を考える上で「社会に必要とされている仕事か」を重要視す

る傾向があるようです。また、その分野のプロフェッショナルとして専門性を発揮しながら働く職業

に憧れを抱く中高生も多いことが見受けられます。

②約半数以上の中高生がエンジニアの仕事内容を具体的に知らない

　エンジニアという職業について、全体の56.7%が「名前は知っているが、どんな仕事をしている
かは知らない」と回答しました。



　エンジニアという職業を知っている*1と回答した中高生に、「エンジニア職」についてのイメージ
を聞いたところ、7割以上が「専門性の高い職業である（73.4％)」と回答しました。

　「高収入を期待できる（22.8％）」や「社会的需要の高い（20.3％）」などといった回答も上位に並
んでおり、エンジニア職へポジティブなイメージを持っていることが分かります。



③エンジニアを知っている中高生の約4人に1人が「将来エンジニアを目指し
たい」と前向きな回答

　
　エンジニアという職業を知っている*1と回答した中高生に対して、「エンジニアという職業を目指
したいと思うか」聞いたところ、「とても思う（3.8％）」「どちらかというと思う（24.8％）」という回答が
合わせて28.6%となりました。エンジニアという職業を知っている*1と回答した中高生の約4人に1
人が、将来エンジニア職を目指すことについてポジティブに考えていることがわかります。

　エンジニアを目指したいと思う理由については、1位は「自分が作ったもので社会に貢献したい
から（43.4％）」となり、「世の中にないものを作り出したいから（42.2％）」「自分が作ったもので誰
かを喜ばせたいから（38.6％）」が続きました。

　



　一方、エンジニアを目指したいと思わない理由で最も多かったのは「プログラミングが難しいイ

メージがあるから（52.2％）」となり、約3人に1人が「何をしているのかイメージがつかないから（
34.8％）」と回答しました。　
　近年、プログラミングや情報セキュリティ・モラルについて学ぶだけでなく、体験的な学びを取り

入れる学校もありますが、そのような機会を提供できている学校はさほど多くありません。今後も

実践的な取り組みを強化し、学生が理解を深めるための機会を増やしていくことが必要となりそ

うです。　

*1 エンジニアという職業について「どんな仕事をしているかも知っている（32.2％）」「名前は知っているが、どんな仕事を
しているかは知らない（56.7％）」の合計（290名）



〈事業責任者のコメント〉

　今回の調査では、中高生の約4割が「専門知識や技術を必要とする仕事」に憧れをもつことが
分かりました。エンジニア職に対しては「専門性が高い」「高収入」「社会的需要が高い」といった

印象を抱いていることが明らかになった他、エンジニアという職業を知っている*1と回答した中高
生の約4人に1人がエンジニア職を目指すことについて前向きに考えていることもわかりました。
2021年からのプログラミング教育必修化に伴ってプログラミングがより身近になり、エンジニアと
いう職業に興味を持つ学生も増えたのではないでしょうか。

　一方、中高生の約半数以上が「エンジニアがどんな仕事をしているかは知らない」と回答してい

ることから、仕事内容について知る機会が少ない現状が浮き彫りになりました。ポジティブな印象

を抱きながらも実際の業務まではイメージしづらく、求められる専門性の高さから、エンジニアを

目指すことがハードルが高いと感じている人も多いのではないかと考えられます。

　少子高齢化による労働人口の減少やデジタル需要の急速な拡大によるIT人材不足は日本に
おける喫緊の課題です。この社会課題を解消するためには国内でのIT人材の育成が急務であ
り、次世代を担う学生に対してエンジニアの仕事内容やその魅力を積極的に伝え、興味を持って

学び始めるきっかけを提供していくことが、その一歩になると言えます。国と企業が協力しながら

「プログラミングが社会にどう役立てられているのか」を体験する機会を増やすこともますます重

要になるでしょう。レバテックでは、中高生に向けてセミナーや職業体験機会の提供等を実施し、

エンジニア職のやりがいについての理解を促していくことで、「日本を、IT先進国に。」の実現を目
指していきます。

＜調査概要＞



調査対象：中学生165名、高校生161名（中学生は保護者による代理回答）
調査年月：2024年5月15日～2024年5月17日
調査方法：インターネット調査
調査主体：レバテック株式会社
実査委託先：GMOリサーチ＆AI株式会社

レバテック株式会社

　レバテック株式会社では、「日本を、IT先進国に。」をビジョンに掲げ、「IT人材と企業を増やし、伸ばし、繋げ
る」ためのプラットフォームの構築を目指しています。現在は業界最大手のITフリーランス専門エージェント「レバ
テックフリーランス」ほか、IT人材と企業を支援するための様々なサービスを提供。累計登録者は50万人を超え
ます。

▽「レバテックフリーランス」フリーランスエンジニア専門エージェント

https://freelance.levtech.jp/
▽「レバテッククリエイター」フリーランスクリエイター専門エージェント

https://creator.levtech.jp/
▽「レバテックダイレクト」ITエンジニア・クリエイター専門求人サイト
https://levtech-direct.jp/
▽「レバテックキャリア」エンジニア/クリエイター専門の転職支援
https://career.levtech.jp/
▽「レバテックルーキー」エンジニアに特化した新卒向け就職支援エージェント

https://rookie.levtech.jp/

▽「レバテックカレッジ」大学生・大学院生対象エンジニア就活特化のプログラミングスクール

https://rookie.levtech.jp/college/

Leverages Group（ https://leverages.jp/ ）

本社所在地 ： 東京都渋谷区渋谷2-24-12　渋谷スクランブルスクエア24階 25階

https://levtech-direct.jp/
https://career.levtech.jp/
https://rookie.levtech.jp/
https://rookie.levtech.jp/college/
https://leverages.jp/


代表取締役： 岩槻　知秀

資本金　　： 5,000万円

設立　　　： 2005年4月

事業内容　： 自社メディア事業、人材関連事業、システムエンジニアリング事業、システムコンサルティング事

業、M&Aアドバイザリー事業、DX事業、メディカル関連事業、教育関連事業

社会の課題を解決し関係者全員の幸福を追求し続けることをミッションに、インターネットメディア・人材・システムエンジニ

アリング・M&A・不動産の領域で国や業界をまたいだ問題解決を行なっています。2005年に創業以来、黒字経営を継続

し、2023年度は年商1149億を突破しました。各分野のスペシャリストが集うオールインハウスの組織構成と、業界を絞ら

ないポートフォリオ経営で、時代を代表するグローバル企業を目指します。

本リリースに関する報道関係のお問い合わせ

レバレジーズ株式会社　広報部

TEL：03-5774-2900 MAIL： pr@leverages.jp


